
















2．1  個別型公共交通の賃金システムの多様性 
2．2  賃金システム変化のメカニズム 








2．2  人件費以外の固定費用の持ち方が変化する要因は、おそらく 1 台あたりの売上（実車距離）の
変化と考えられる。これが減少するほど残余報酬制、増加するほど固定報酬制、その中間は歩
合報酬制が費用の面で有利となる。 
2．3  各賃金システムの違いは売上に対する取り分がマイナスになるリスクが経営側、運転者側どち
らにあるのかと、運転者の労働インセンティブの強さと考えられる。 
つまり、個別型公共交通においては、企業の固定費用の変化→賃金曲線（賃金システム）
の変化→運転者のリスクや労働インセンティブの変化、の関係がある。そのため例えば、
企業の固定費用減らしの影響は最終的には運転者の取り分がマイナスになるリスクを高め、
労働インセンティブの強化につながっていく。企業が経営環境に応じて費用最小化をする
ことが、結果として運転者に関する様々な問題を引き起こしやすい構造といえる。 